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「
混
乱
す
る
行
政
機
関
を
尻
目
に
彼
ら

は
全
国
か
ら
掻
き
集
め
た
物
資
を
被
災

者
に
分
け
与
え
て
い
る
」。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
直
後
の
「
反
社
会
的
勢
力
」

の
活
躍
を
、
イ
タ
リ
ア
の
日
刊
紙
「
コ

を
取
ら
ぬ
、
安
全
地
帯
か
ら
の
「
呆ほ
う

道ど
う

」
で
す
。

　

星せ
い
そ
う霜
を
経
て
、
耳じ
も
く目
を
集
め
た
原
告

伊
藤
詩
織
、
被
告
山
口
敬
之
に
関
す
る

判
決
を
巡
っ
て
も
、
高
い
関
心
を
示
す

海
外
メ
デ
ィ
ア
が
斯か

く
斯か

く
然し
か
じ
か々
と

〝
又
聞
き
〞
を
挿
入
し
て
記
事
に
厚
み

を
持
た
せ
る
「
呆ほ
う
ど
う道
」
が
大
半
。

　

こ
う
し
た
中
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
を
含
む

12
月
19
日
（
木
）
付
け
日
刊
紙
全
紙
を

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
購
入
し
た

僕
は
、「
勝
訴
」
の
紙
を
掲
げ
る
彼
女

の
写
真
を
「Ito w
ins dam

ages
in 

rape case

」
の
見
出
し
と
共
に
１
面

で
掲
載
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
」

の
淡
々
と
客
観
的
事
実
を
記
す
、

恣し
い
て
き

意
的
で
も
扇せ
ん
じ
ょ
う
て
き

情
的
で
も
な
い
冒
頭

の
一
文
に
「
感
銘
」
を
受
け
ま
す
。

「
東
京
地
方
裁
判
所
は
水
曜
日
、
安
倍

晋
三
首
相
と
極
め
て
親
密
と
目
さ
れ
る

著
名
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
山の

り

ゆ

き

口
敬
之
に
対

し
、
日
本
に
於
け
る#M

eeT
oo

運
動

の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
伊
藤
詩
織
へ
の
３
３

０
万
円
の
慰
謝
料
及
び
訴
訟
費
用
の
支

払
い
を
命
じ
た
」。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
解
任
さ
れ
た

被
告
が
東
京
放
送
を
退
社
し
、
準
強
姦

容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
た
後
に
幻
冬
舎

か
ら
上
梓
し
た
『
総
理
』『
暗
闘
』
２

冊
の
表
紙
は
何
れ
も
、
官
邸
執
務
室
で

撮
影
し
た
首
相
の
写
真
な
の
で
す
。
拳

を
振
り
上
げ
て
「
正
義
」
を
語
る
凡ぼ
ん

百ひ
ゃ
く
の
脊
髄
反
射
メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な

る
、
大
人
の
「
報
道
」
で
す
。

　

暫し
ば

し
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
12
月
２
日
、
参
議
院

本
会
議
で
以
下
の
答
弁
を
首
相
は
行
い

ま
し
た
。「
個
々
の
端
末
で
な
く
サ
ー

バ
で
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
シ
ン
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
方
式
で
、
端
末
に
デ
ー
タ
は
保

存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
サ
ー
バ
の
デ
ー
タ

を
破
棄
後
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の

保
管
期
間
を
終
え
た
後
は
復
元
は
不
可

能
だ
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
」。

　

そ
れ
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
、
ボ

リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
僚り
ょ
う
ゆ
う友
に
連
な

る
「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」
な
認
識
。

「T
hin

（
薄
い
）+client

（
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
＝
ユ
ー
ザ
ー
）」
と
は
ユ
ー
ザ
ー

側
で
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
の
で
な
く
、

サ
ー
ヴ
ァ
ー
側
で
デ
ー
タ
を
国
内
外
の

複
数
箇
所
で
未
来
永
劫
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
＝S

torag
e A
rea 

N
etw
ork

方
式
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
て
も
復
元
可
能
な
蓋が
い

然ぜ
ん

性せ
い

は
極
め
て
高
い
の
で
す
。

「
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
」
な
答
弁
に
も
拘
か
か
わ

ら
ず
、
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
な
る
単
語

を
用
い
て
報
じ
た
の
は
朝
日
・
日
本
経

済
・
毎
日
の
３
紙
の
み
。
そ
の
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
は
何
ぞ
や
を
解
説
し
た

新
聞
に
至
っ
て
は
皆
無
。「
反
安
倍
政

権
」
の
立
ち
位
置
を
公
言
す
る
「
東
京

新
聞
」
は
、
有
ろ
う
事
か
翌
３
日
付
け

１
面
に
「
招
待
者
名
簿
デ
ー
タ
「
復
元

不
可
能
」」
と
見
出
し
を
冠
す
る
始
末
。

　

而し
か

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
サ
ー
バ
、
サ

ー
バ
ー
、
サ
ー
ヴ
ァ
ー
の
表
記
を
巡
っ

て
侃か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
諤
諤
・
喧け
ん

喧け
ん

囂ご
う

囂ご
う

・
喧け
ん

喧け
ん

諤が
く

諤が
く

、
訓く
ん
こ
が
く
は

詁
学
派
の
如
き
「
本
質
」
と
は

無
縁
の
些
末
な
論
争
で
盛
り
上
が
る

「
眠み
ん

度ど

」
の
ニ
ッ
ポ
ン
。

「
脱
・
記
者
ク
ラ
ブ
」
宣
言
か
ら
19
年
。

未い
ま

だ
島
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
斜
陽
産
業
「
誤

送
船
団
・
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
心
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
智
に

殆
ど
進
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。「
須
す
べ
か
ら

く
表
現
活
動
と
は
一
人
ひ
と
り
の
個
人

に
立
脚
す
べ
き
な
の
だ
。
責
任
有
る
言

論
社
会
の
、
そ
れ
は
基
本
で
あ
る
」
と

記
す
同
宣
言
の
冒
頭
を
再
録
。

「
そ
の
数
、
日
本
列
島
に
八
百
有
余
と

も
言
わ
れ
る
『
記
者
ク
ラ
ブ
』
は
和
を

以
て
尊
し
と
成
す
金
融
機
関
す
ら
〝
護

送
船
団
方
式
〞
と
の
決
別
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
21
世
紀
に
至
る
も
連
綿
と
幅
を

利
か
す
。
そ
れ
は
本
来
、
新
聞
社
と
通

信
社
、
放
送
局
を
構
成
員
と
す
る
任
意

の
親
睦
組
織
的
側
面
を
保
ち
な
が
ら
、

時
と
し
て
排
他
的
な
権
益
集
団
と
化
す

可
能
性
を
拭
い
切
れ
ぬ
」。

 

ッ
リ
エ
ー
レ
・
デ
ッ
ラ
・
セ
ー
ラ
」
が

報
じ
る
や
、
日
本
の
新
聞
は
後
追
い
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
。「
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
マ
フ
ィ
ア
大
活
躍
と
伊
紙
が
報

道
」
と
挙こ
ぞ

っ
て
。
そ
れ
は
自
ら
リ
ス
ク 「脱・記者クラブ」宣言

★
次
号
２
月
号
の
発
行
日
は
１
月
31
日
で
す
。


